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防災すごろく【地震編】
　この防災すごろくは、地震発生から
避難、復旧・復興までの行動の良し悪し
のポイントを知ることができます。 
　家族みんなでGOALをめざしながら、
地震災害時に必要な「意識」や「知識」
を高めましょう。

福井県防災士会のご協力の下
防災に関するお役立ち情報をお届けします

災害が多発している今、ご家族のみなさん

でもしものときのことを話し合うのは大切

ですね。

この防災すごろく【地震編】を機会にして、

とるべき行動をさらに具体的に知り、命や

くらしを守るために備えてくださいね。

福井県防災士会 理事
井上 ひろみさん

監修

慌てて外に
飛び出した

落ち着いて、まずは身の
安全を確保しましょう

1回休み
かい　 やす

あわ　　　　　   そと

 と　　　　  だ

すぐに履けるので
サンダルで避難した

サンダルは脱げやすくケ
ガをする危険があるの
で避けましょう

1回休み
かい　 やす

は

ひ　なん

真偽不明や誤った情報が紛れてい
ることもあるため、安易に情報を投
稿、拡散しないようにしましょう

SNSで見た震災情報を
拡散した

み　　　　しん　さい  じょう  ほう

かく   さん

顔見知りばかりだったので、
貴重品は身に付けず
置いておいた

災害時は盗難が増えるので、貴重
品は身に付けるなどしてしっかり

保管しましょう

1回休み
かい　 やす

かお　 み　   し

き　ちょう  ひん　　　　み　　　　 つ

お

避難所に行けば
食料はあると思ったので
家に置いて行った
避難所に食料があるとは

限りません

ひ　なん　じょ　　　　い

しょくりょう

いえ　　　　お　　　　　　   い

おも
大人の目の

届かないところで、
子どもたちだけで遊ばせた

小さな子どもや女性は、できるだけ
1人で行動しないようにしましょう

おとな　　　　   め

とど

こ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 あそ

1回休み
かい　 やす

エレベーターに
乗っていたので、

すべての階のボタンを押した
揺れを感じると最寄りの階で自動
的に停止する安全装置が付いたエ
レベーターもありますが、すべての
行先階ボタンを押し、最初に停止し

た階で降りましょう

の

かい　　　　　　　　　　　　　　お

災害用
伝言サービスを使って、
家族の安否を確認した

災害用伝言サービスを連絡手段とし
て活用するために、使い方を知って
家族や親しい人と普段から話し合っ

て決めておきましょう

さい   がい   よう

でん   ごん つか

か　  ぞく あん　 ぴ　　　　かく   にん

非常用持ち出し袋を
持って、避難を開始した
災害発生後数時間～数日の間、必
要なものを家族で話し合いましょう

ひ　じょう  よう　 も　　　　 だ　　　  ぶくろ

も　　　　　　　　 ひ　なん　　　  かい　し

災害にあった
証明のため、

被害状況を写真に残した
片付けや修理の前に被害状況を
写真に撮って保存しておきましょ
う。市町から罹災証明書を取得し
て支援を受ける際や、損害保険を
請求する際に役立ちます

さい　がい

ひ　がい じょう きょう しゃ　しん　　　  のこ

しょう  めい

家が少し傾いていたが、
そのまま住んだ

傾いている家に住み続けると、建
物の耐久性が損なわれたり、健康
に悪影響が出る可能性があります

1回休み
かい　 やす

いえ　　　  すこ　　　かたむ

す

地域の復興に向けて、
ボランティア活動を

した

ち　 いき　　　   ふっ  こう　　　　む

かつ   どう

防災意識を高め、
防災訓練に積極的に
参加するようになった

ぼう　さい　 い　 しき　　　  たか

ぼう   さい　くん　れん　　　  せっ  きょく  てき

さん　  か

換気や
アルコール消毒などで
感染対策を行った

かん　き

しょう  どく

おこなかん   せん   たい    さく

避難する前に
自宅のブレーカーを

落とした
電気が復旧したときに漏電
や通電火災が発生する恐れ
があるため、ブレーカーを
落としてから避難しましょう

ひ　なん　　　　　　まえ

じ　  たく

お

低い体勢で
頭や首を守って、

揺れが収まるのを待った
2マスすすむ

ひく　　　 たい   せい

あたま　　　くび　　　  まも

ゆ　　　　　　  おさ　　　　　　　　　　　　ま

避難の途中、
ヘルプマークを

身に付けている人が
いたので声をかけた

2マスすすむ

ひ　なん　　　　 と   ちゅう

み つ ひと

こえ

ヘルプマークは援助や配慮を必要
としている方が、周囲に対して知ら
せるマークです。見かけたら思いや
りのある行動、支援をしましょう

行政任せにせず、
地域住民を中心に
協力体制を整えた

ぎょう  せい   まか

ち　 いき  じゅう  みん　　　ちゅう  しん

きょうりょく  たい  せい　　    ととの

2マスすすむ

できる限り運動をしたり、
他の人と交流をするように心がけた

かぎ　　　 うん   どう

ほか　　　  ひと　　　 こう  りゅう こころ

避難所では、
女性や高齢者の意見を聞き、
住みやすいように工夫した

ひ    なん   じょ

じょ　せい　　　 こう　れい　しゃ　　　   い　  けん　　　　き

す く　  ふう

たくさん止まって（読んで）ほしくて、さ

いころの目はGanbaranyaオリジナ

ルです（1.2.3しかありません）。

ぜひ挑戦してみてくださいね♪

発災～数時間 数時間～数日 数日～数週間 数週間～数ヶ月
命を守る
いのち　　　 まも

第1ステージ
だい

第2ステージ
だい

第3ステージ
だい

第4ステージ
だい

避難する
ひ　なん

避難生活
ひ　なん　せい　かつ

復旧・復興へ
ふっ  こうふっ きゅう

GOAL！

地震発生
じ　　　しん　　 はっ　　 せい

第 1 ステージ

命を守る

だい
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第 2 ステージ

避難する

だい

ひ　　なん

第 3 ステージ

避難生活
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だい

ふっ　きゅう ふっ　  こう

【コマ】
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